
●事業概要

第３期（Ｈ30）取組内容　　～第２期までとの変化～

●参加者属性
第１期 第２期

実践コース 入門コース

特定のテーマについての事業計画の策定を通して、単なる学びの場にとどまら

ず、実践へと進化させられる地域リーダーや社会起業家を育成する。
事業目的

企業やNPO、行政といった所属を越えて、市民と学生が共に創造的・実践的に学

ぶための人材育成プログラム
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第３期

受講世代

未来づくりキャンパス「地域資源活用塾」（第１～３期）振り返り

〇講座内容の充実

　今年度より、連続講座各回に異なる講師による講座を設置。

　他地域からも講師を招き、先進事例を学ぶことで塾生の理解を深めた。

○個別支援の強化

　伴走支援するメンターについて、昨年度までは実務の専門家に担ってもらっていたが、

　業務時間外でしか対応できないなど、塾生のフォローに制約が発生していた。

　今年度、㈱まっせが運営とメンターを一体的に行い、まっせ事務所を拠点としたことで、

　時間帯や場所の制約が低減され、また塾生同士の交流が生まれるなど、グループワーク

　の活性化が見られた。

　加えて、まちづくり会社であるまっせならではの地域との結びつきが活かされ、

　地域の実践者などとのスムーズな連携が図られた。

　不足する専門的知見については、塾生のテーマや活動の進捗に応じて、

　専門アドバイザーを招聘することでフォローを図った。
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●プログラム内容
第１期 第２期

●受講生取組テーマと活動の継続状況

第１期（H28） ※平成30年12月末時点

チーム名

はぐくみ隊

（現況）

未来予想図塾

ちょこっと・暮らしのサポート

農園シェアリング

（現況）

暖かいスープ

西の湖リノベ

第２期（H29） ※平成30年12月末時点

チーム名

種まき

（現況）

nishinoco

町家活用しまっせ！

なくてもHappy

第３期（H30） ※平成31年3月3日時点

チーム名

子育て支援

沖島

BOND

伝統×文具

講座①（11/19）

講座②（11/20）

講座③（12/17）

講座④（2/5）

成果発表会（3/5）

ガイダンス（9/27）

講座①（10/7）

講座②（10/21）

講座③（12/2）

講座④（2/10）

成果発表会（2/24）

講座①（9/29）

講座②（10/13）

講座③・中間報告会（11/17）

講座④・成果報告会（3/3）

×

さとうみプロジェクト

開催経過

活動概要

西の湖をより一層和み集える場所にするためのゴミ清掃活動等

スープの配食を通じた独居高齢者等の見守り

野菜作りの技術を若者に継承するため、農地・器具・技術をシェア

高齢者向けに、生活の中でのちょっとした困りごとをワンコインでサポート

活動概要

近江八幡市における交通に関する課題の解決（車に依存しない社会づくり）

近江八幡市の町家を活用し、フォトスタジオ事業を展開

西の湖湖畔における、文化的景観などを活かした憩いの空間づくり

農業に携わる人を増やす仕組づくり

若者に「もの」の大切さを伝えるため、滋賀の伝統産業を活かした長く使えるものづくり

を企画

高校生が活躍できる・認められる社会の創造。

沖島活性化・困りごとの解消。現在はゲストハウス開設を計画。

空家を活用したフリースクールの運営

・人が手を加え共生する西の湖をフィールドに、子ども達に学びの場を提供

・葦（ヨシ）を活用した自然に優しいストローの開発

修了後の活動継続

×

×

×

〇

学業専念のため休止

継続予定

継続予定

継続予定

継続予定

第３期

定期的にメンバーが集い、ポンプ小屋の改修を進めている。

資金調達に悩みあり。

体験農園や収穫体験会を企画・実施している。

活動の周知に関して、資金調達方法を模索中。

企業の社員研修や福利厚生の場として農園を提供中。

ファンを増やすためのポイント制度を導入し、農業に触れる機会うぃお提供している。

×

〇

修了後の活動継続

修了後の活動継続

×

×

〇

貧困・片親家庭の子ども達のための学び合い・育み合うための居場所づくり

ポンプ小屋を活用しての高齢者や子ども達が交流するための居場所づくり

活動概要


